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NIGHTシステムにおけるソフトウェア開発について

八田昭平・四辻征雄
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図表の解釈

0．これ迄のシステム整備の状況

　：NIGHTシステムは，離島を多くかかえる長崎県において，県の保有する行政無線を，

教育におけるデータ回線として，最近使われだしたRA（レスポンス・アナライザー）の

回答の，コンピュータ処理のために利用できないかという発想から生まれた。即ち，授業

における児童生徒の学習反応を中心とする教育情報の，学校現場とEDP（Electric　Data

Processing）センターとの結合回路を，どのように整備するかということが，そのハード

的なシステムの構想であった。RAは，日本において普遍的な学習指導形態である一斉授

業を基盤として生まれた，児童生徒の反応採取機器であるが，そのEDPは，一斉授業に

フィードバックされるだけでなく，当然，児童生徒の個別指導に生かされるべきであり，

一斉授業と個人学習を含めて，そのトータルシステムは考えられるべきである。このよう

な観点に到達した時点においてつくられたのが，「：NIGHT　SYSTEM中間報告」1）にお

いて提出したNIGHTシステムのTotal　System図であった。2）

　これは，一斉授業，EDPS，個人学習，　EDPSの四過程を，サイクリックに矢印で結ぶ

データの伝送過程が，主要な内容であって，これら四過程を支える四つのシステムマテリ

アルは，一斉授業の形式だけはある程度できていたというものの，その他の三つの部分に

ついては，全く未完のものであった。

　その後2か年間の経過の中で，ハード的には，県の行政無線の利用という当初の計画

は，法規上障害のあることが判明し，電電公社回線によるテレックスおよびファクシミリ

による文字および画像送受信という方向に転換した。また，個人学習用教材については，

漸くその緒についたばかりであり，日本の教育現場においては，一斉授業と相対的に独立

した，個人学習を含む学習指導のトータルシステムを一般化することは，尚今後の課題で

あることも明らかになってきた。

　しかし，未完ながらこのシステムの学校現場における受入れ利用一実験体制は除々にで

きつつあり，これに支えられて，システムそのものの内容の充実が益々求められてきてい

るのである。一方，離島教育情報総合処理装置という名称のコンピュータ・システムが，

新装なった長崎大学教育学部附属教育工学センターに設置されたこととあいまって，実験
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の組織的・物的基盤は整備されつつある。

　新しく導入されたコンピュータ・システムは，Disk　Operating　System　3）を採用し，

バッチ処理とTSS処理4）を可能とするデュアル・システムであり，相互にファイルを共

有でき，これに漢字処理，ディスプレイ端末を接続するコンセントレーターをもつもので

ある。このうち，バッチ処理システムは，既に昭和49年8月に導入され，磁気テープ利用

によるデータ処理を行ってきた。その概要については，既に報告もし5），また本年度実験

に備えて：HANDBOOK　6）も作成したのであるが，一斉授業からえられるデータの処理変

換の様々の方式を集積してくる中で，EDPによるソフトウェア開発の一つの方向が浮か

びあがってきた。今回は，その概要についてはじめに報告し，そのあと，作成された各種

の表のやや詳細な説明および二，三の解釈の実例について述べることにする。

1

1．データの流れ
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　図工が，今回作成したソフトウェア開発の一つの方向を示す図である。この中には3種

類の矢印がみられるが，そのうち白い矢印が，データの流れを示すものである。

　中央の部分，教師（T），学習者（S），教材（M）によって授業が成立することを示す。R

Aは，授業中における学習者の反応データを直接採取記録できるものであり，ここでえら

れたものを＜DATAO＞とする。　R　Aの機種によっては，変換機能をもつものもあり，また

変換した結果のみを表示するものもあるが，NIGHTシステムにおいては，これはRaw

Dataとして，「誰が，どの問題に対して，どの選択肢を選んだか」ということの記録を

第一義的に重視する。紙テープ穿孔機，タイプライターが附属していれば，それによって

自動的に記録されるが，ランプによる表示も，教師が記録すればデータとして成立する

し，またMC（マークカード）あるいは適当な用紙を学習者に配布しておけば，それによ

って各人の反応を記録することもできるのである。このぐDATA　O＞の現場からセンター

へのハード的な送られ方についてはここでは問題としない。7）

　さて，センターに送られてきたデータは，コンピュータ処理されることによって，各種

の表に変換される。その基本になるものは，個人別の回答状況を示すA表であり，それに

もとずいて問題別に集計されなおしたB表である。昭和48，49年度は，この2表を現場に

フィードバックしたが，昭和49年度，コンピュータ・システムの1部が導入され，教科ご

との全データの磁気テープへのファイルと，変換プログラムのディスクへのライブラリー

が可能となったたあ，様々な表の作成が容易となった。作成した表の詳細については，皿

で詳述するが，A，　B表から出発して，たまたまアルファベットの頭文字が連続するC～

G表の作成まですすんでいる。これに，これらの諸表作成のためのプログラム名をつけて

示すと次のようになる。

　Name
A－Table

　Al－

　A2－

　A3－

B－Table

C－Tabユe

D－Table

E－Table

F－Table

G－Tabユe

　　Content
Answer　of　Individua1一一一

　（Scarogram）一…一

　（Score／Section＞一一一一一…

　（Score／Viewpoint）

Base…一……一一一一一一一一…一一一一一

　　　　　　Progra：m

一　一一一一回…一

堰Q＿一一．＿NIOO41

　　　i＿　NIOO42

一一＿．．一＿
g．一一一一一一一一一NIOO43

一．．一一一一一一
沿鼈鼈鼈鼈鼈鼈鼈鼈黷mIOO45

一一一一一一一一一一一二

Correlation一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一NIOO44

Distribution…一一一一一一一一……一…一一…一…一一一一一一一一一NIOO47

Entolopy一一一一一一一一一一…一一一一一一一…一…一一一一一一一…NIOO46

Factor．analysis……一一…一一…一一一一丁一一一一一一…一一NIOO48

　　　　　　　　　　　　　　㌧一一一一一一一一一一NIOO49

Good－poor　Analysis一一一…一一一一一一一一一一一一一一NIOO50

　NIGHTシステムのハード的な発想からすれば，マイクロ回線によるA，　B表にコメン

トをつけて，即時ブイードバックすることがねらいであったが，少数回答の単純な分析

は，RAによってもできるのであって，むしろ一定の回答数の集積が，　A～G表を成立さ
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せるものであり，1時間1時間のデータは，集積された過去のデータの上に位置づけられ

て，始めて有効な解釈がなされうるのである。昭和50年度からは，診断区分という考え方

も用い，区分ごとの集計も重視した。しかし，データとしては，1単元終了時における，

1学級全体のデータが分析の単位として量的には重要であり，1クラスー1単元のデータ

を基本とする処理方式について，また，その集積解釈の全体的方向について，特に説明し

ていきたい。

図2　Micro　Film

　1class－1unitのA～G表の集合を＜DATA　1＞と名づける。これは，ラインプリン

ターにタイプアウトされたもの十数枚になるので，マイクロフイルムにおさめておくこと

が便利である。（図2）あるいはA～G表として磁気テープに記録させておき，それをデ

ィスプレイで観察することも考えられる。

　＜DATA　l＞の内容A～G表は，第1類として，　A，　Al，　A2，　A3表のように，個人単

位のもの，第2類として，B，　C，　E，　F，G表のように問題単位のもの，第3類として，

D表（平均点，標準偏差を含む）のように，個人も問題も概括したものとにわかれる。

1class－1unit単位の表を出発点として，第1類は，　l　class－m　unitsの方向に集積し

ていくことによって重要性をまし，また第2類は，1unit－n　classesの方向に集積する

ことによって重要性をます。第3類は，何れの方向にも含ませる。このように集積された

ものをそれぞれ＜DATA　2＞，＜DATA　3＞と名づける。

　小学校の学級担任の教師は，＜DATA　2＞がえやすく，中学校の教科担任の教師は，

＜DATA　3＞がえやすいだろう。

　＜DATA　2＞および＜DATA　3＞は，集積されて，＜DATA　4＞となる。＜DATA　1＞

での1組のA～G表が図2の＜DATA　4＞では，網目状の結節点に位置つく1枚の表の記

号であり，横に学校，縦に教科をおけば，図3のようにその関連構造が明らかになり，二

方向での比較考察を可能とするデータとして位置つくのである。

　このような，＜DATA　4＞が，最終的に教師のもとにとどけられる。もちろん，つねに

その全部のデータをとどけることが必要なわけではない。むしろ，このようなデータが常
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に利用可能な形で集積，保存されており，その中から必要なデータを，現場の教師が，

on　lineでon　ca11できることこそ重要であるというべきであろう。8）

　NIGHTシステムにおけるデータは，あくまで図中央のT，　S，　Mの具体的状況の中で

生まれ，また具体的状況における教師に帰っていくものであり，最後的に，担任教師の利

用にゆだねられるべきであり，その意味でCMIをめざしているものである。1サイクル

終った時の教師は，それ以前の教師と異る。したがってそこで成立する第2次の〈DAT

AO＞の質は，第1次において成立した〈DATA　O＞とも異るはずである。

　また，このシステムでつくられるデータは，抽象化されたデータではない。母集団のパ

ラメータ推定のための，サンプルとしてのデータではないのである。母集団そのものが，

一定の調査時点で定義された閉じられたものではないのである。

　先に小学校の教師は〈DATA　2＞がえやすく，中学校の教師は＜DATA　3＞がえやす

いといったが，逆にいえば，それだけに＜DATA　4＞が，集積されることが重要である。

両者はそれぞれ自分の学級，自分の教科の枠を越えたデータを利用し，学習者や，教科の

特質を，広く深く，分析検討することが，きわめて困難であったからである。ことわるま

でもないが，これらの分析作業は，平均点による，学級や教師の単純な比較の次元をはる

かに越えたものである。
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2．データの解釈とフィードバック

　上に述べてきたようなデータの変換および累積は，それぞれのデータのレベルにおい

て，それぞれに特有の分析・解釈を可能とするはずであって，それを創造することが，む

しろ必要な課題となってくる。データは，ただ数字として並んでいるだけでは，何ら実効

をもたない。それを人間が解釈し，意味を附与する時，現実に働きかけ，現実を改革する

材料となるのである。この解釈とフィードバックのルートを図1，網島と黒色の矢印であ

らわした。そこで重要なことは，一定のコンピュータ・プログラムによって変換，作成さ

れた諸表，諸数字の中から，どれを選択し，それらをどう組合せ，それからどのような判

断を下じ，さらに，どのような方向への意志決定にまでもちこむかということであり，そ

のプロセスのそれぞれには，次の図の点線の矢印で示す，人間の直観的な働き，α、，α，

………�K要とするのである。

　　一不→T一一不→S一一不→Cr－J－rr→D一→
　　　1変換点i選択！組合｛判断i意志決定i
　　　I　　　　　　　　　　　　l　　　　　　　　　　　l　　　　　　　　　　　I　　　　　　　　　　　l　　　　　　　　　　　I
　　　l　　　　　　　　　　　I　　　　　　　　　　　l　　　　　　　　　　　I　　　　　　　　　　　l　　　　　　　　　　　l

　　　α1　　　　　　α2　　　　　　α3　　　　　　α4　　　　　　α5　　　　　　α6

　しかし，この過程をも，可能なルートとしてできるだけ対象化することが望ましいこと

はいう迄もない。従来その全過程が，直観的，名人芸的に，逆の場合，偶然と無手勝流に

任されていたものを，事実を処理する方法として，どこまでも対象化しようとする所に，

教育工学的方法の特徴があるのではなかろうか。8）どのようなデータの関数関係の中で，

どのような意味が発見できたか，それが現実にどのような働きをもったか，それをもデー

タとして記録されるべきである。そこには，実践過程の評価システムの問題も生ずるが，

今回はその問題にはふれず，データの解釈とブイードバックのレベルについて以下述べる

ことにする。

　まず，授業場面における＜DATA　O＞からの直接のフィードバックを＜FB　O＞とする。

一般に，フィードバック情報の必要性にもとつく授業のフローチャート作成は，専らこの

レベルにおいて行なわれる。即ち，行動主義的な学習理論にもとずき，刺激に対する反応

の条件づけは，即時，直接的なるをもって良しとされ，正反応の強化，負反応の消去のた

めに，授業のプログラミングがされる。いわゆるプロセス・フローチャートにおいては，

いくつかのチェック・ポイントにおいての通過率の上昇がねらわれ，いわゆる完全学習が

めざされるのである。RAは多くこのために導入される。一問一問の正誤答を容易に教師

が把握でき，その結果を，即時に電光表示板やOHP’，黒板などによって学習者にフィー

ドバックすることが工夫されるのである。しかし，この＜FBO＞のレベルのためのデータ

処理は，単純であり，先に述べた，選択一組合一判断というプロセスを殆んど必要としな

い。何故なら，ここでは，プロセス・フローチャートが規制ずる通りに，学習者が，チェ

ック・ポイントを通過したかどうかだけが問題であるからであるもそして，このレベルに

フィードバックが止まるならばNIGHTシステムのEDPSは必ずしも必要としないので

ある。

　NIGHTシステムにおけるEDPSは〈DATA　I＞の諸表の作成から始まった。そし

て，そのデータの解釈とフィードバックは，＜DATA　2＞および＜DATA　3＞によって
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補強’されることによって充実する。〈DATA　1＞と＜DATA　2＞からなされるものは，

学習者を主体として，データを選択一組合せしていく方向であり，＜DATA　1＞とくDA

TA　3＞によるものは，問題を主体として，データを選択，組合せしていく方向である。

　前者は，例えばS－P表のように，スコアによって学習者や問題に順位をつけ，順位に

よって並べかえることによって，学習者や問題の難易や，特異点を発見するような方法で

ある。あるいは，個人のスコアを，時間的系列において，また，問題種別によって細かく

考察することを可能とする。あるいは，教科単元をふやして，相互の関係を比較し，プロ

フィールをえがくごともできるのである。これらは，一定の条件下における学習者の状況

把握資料としで，教師（T）にフィードバックされる。これを＜FB　1＞とする。

　後者は，問題・選択肢の良否，さらには，教材資料（M）の評価のために使われる。情

報理論的なアプローチも試みられよう。ここでの判断は，学習者（S）の集合をいわば材

料として行なわれる。統計的に多数の被検者を対象として標準化を行ない，それを基準と

して学習者を評定しようという試みもあるが，ここでは，学級を単位とするデータを累積

しながら，異る集団に，それぞれ異る価値の与え方をする教材の，特質を把握しながら，

教材め見なおし，修正，改善の方向を探ることの意味の方を強調しておきたい。これを

＜FB　2＞とする。

　いずれにしても，単一のデータは，測定した尺度上の測定された位置を示すに過ぎな

い。尺度を絶対化して適否を判断するか，予め測定された多数集団資料によって尺度を構

成することによって，その相対的な位置づけをしうるに過ぎないのであるが，複合された

データは，他と対比することによって可能性，異ったあり方を探ることを可能とする。

　ここでとりあつかおうとするデータは，1学級一1単元（数十人，数十間）を構成要素

とする。複数個の学習者があって，はじめて順位づけができ，項目分析ができるのである

し，複数個の問題があって，はじめてプロフィールがえがけるのである。これらは，でき

るだけグラフ化，図式化しておくことが望ましい。直観的な判断を容易にするからであ

る。なお，これら解釈結果は，現象的把握の域を出ないともいえるが，抽象化が低いが故

にかえって＜FB　1＞＜FB　2＞は，教師にとって，現状把握のたさうに，有効なものという

こともできるのである。

　＜DATA　2＞とくDATA　3＞はさらに組合わされ累積されて〈DATA　4＞となる。

＜DATA　2＞および〈DATA　4＞による分析は，学級，学習者を基本軸とするものであ

り，〈DATA　3＞と＜DATA　4＞による分析は，単元，問題資料を基本軸とするもので

ある。前者は，単元を累積しながら，学級，学習者間の比較の道を開き，後者は学級を累

積しながら単元，問題資料の比較に道を開くものである。ユ学級一1単元を単位として，

累積比較していくことは，単なるデータの量的拡大とは異るものである。例えば，平均点

を安定させるためにサンプルをふやすことにあるのではない。学級・単元を無視して単一

の平均点を算出することに目的があるのではない。同一のものが，異種の対象に対して，

どのように異なった反応データを示すかを明らかにすることにむしろ目的があるのであ

る。Aなる単元では，これだけしかできなかったが，　Bという単元では優れた能力を示し

たということは，何故Bにおいてそうだったのか，Aでもその可能性があるのかどうか，

単元間の特質の考察によってその可能性を見きわあていくことを可能とする。
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　データが網目状一マトリックス状に累積される時，可能性の発掘，予測のための根拠が

より豊富となってくる。もちろんデータが多くなれば，選択がむずかしく，組合せの種類

は急激に増大する。

　Potentiality　of　Student，　Possibllity　of　Materia1と名づけた部分は，現象的レベル

において図式化された把握よりも，一歩深い所で，学習者や，教科教材の可能性を把握し

ようとするものである。その具体的な姿，および＜FB　3＞，＜FB　4＞のあり方について

は，今後の課題である。

3．：NIGHTシステムーソフトウェア開発の特徴1と基盤

　以上述べてきたようなデータの集積と解釈の方向は，既にふれたように，従来行なわれ

てきたデータの統計的処理の方法とは異るのではなかろうか。特に推計学的なサンプリン

グ理論は，母集団のパラメーター推定のために，どのように標本を集め，それからどのよ

うな確からしさで，測定値を一般化するかということがねらいであった。かくて得られた

結果は，科学的方法によって保証されたものとして，個々人を規制するデータとして使わ

れる。例えば，一般化された対象に対して，どの様な教育方法が有効か，その因果関係が

一般化された形で与えられる。しかる後，その応用として，具体的状況への適用がは’から

れるのである。

　それに対して，先に述べてきたデータの収集，変換，解釈，フィードバックのルート

は，具体的状況から出発したデータを，あくまでその具体性を失なわないまま，他の具体

的状況におけるデータと関連させながら考察していこうとするものであった。そしてその

関連構造の延長の上に，新しい具体的状況をデザインしょうとするものである。データの

空間的構造的延長の中に，時間的発展的方向を探り，創り出そうとするものといえよう。

　このようなデータ処理一研究の方向をとるということは，実は：NIGH：Tシステムがその

ような方向をとることを可能とした現実的基盤をもっているからであると考える。

　その第一は，：NIGHTシステムは，多くの学校現場が，このシステムを支え構成するも

のとして存在するということである。もちろん当初においては，すなわち昭和48，49年度

はシステムをとに角つくるための実験学校を意図的に設定したのであるが，昭和50年度以

降は，自発的自主的参加の学校と教師を研究協力員9）として，いわばシステム構成の要素

として位置づけているのであって，それぞれがその地域性，特殊性をもつものとして，こ

れを全て包含しうる開いたシステムとしてありたいし，またそのことがシステムの発展を

支える基盤としてあることが特徴である。現実に参加する学校現場と，そこにおける教師

のためのシステムであることが，第一に重要なことである。

　第二に，多数の教科の単元の学習プログラム10）を用意してきているということである。

munits－n　classesの綱目状のデータが集積できるのはそのためである。現在まだそれぞ

れの教科についていえば，学年的にも部分に過ぎないが，現場学校の研究協力員において

作成され，その経験が共同共有の財産として，多種多彩な学習プログラムとして集積され

ていくという展望をもっているのである。オープン・システムとしてのNIGHTシステム

は，特定のプログラムでもってはじめから長期的に，現場の授業を拘束しようというもの

ではない。NIGHTシステムのソフトウェアとして準備される学習プログラムや，診断評

価プログラムは，学校におけるカリキュラム，授業体系の一部として採用され，むしろそ
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の特徴が自覚され，その体系の中に位置づけて利用されることを期待しているのである。

　第三に，このシステムへの参加は，実践と研究のサイクリックな流れの中に身をおくこ

とであって，システムそのものの構成と，具体的なデータの作成と分析が，長期継続的に

なされようとしていることが特徴である。固定した理論の有効性を実証することが目的で

はなく，発展的なシステムを，具体的内容とその荷い手を含めて，どう構成していくかが

重要なのである。

　本稿は，ソフトウェア開発に焦点をおいて述べているが，データ通信のネットをもって

いるということも，この研究を支える特徴としてあげるべきであろう。昭和50年度導入さ

れた離島教育情報総合処理装置の機能を，ソフトウェア開発にどう生かすかも今後の課題

である。　（八田）

1

　4．離島教育情報総合処理装置を用いて作成した図表

　以下に，実験学校から送付された生徒の反応データをもとに作成された図表について，

その見方，意図を説明する。

　（1｝A（Answer）Table

　別表1に示すように縦軸に生徒を，横軸に学習プログラムのチェック問題をとり，各生

徒が各チェック問題でどの選択肢を選び，それが正答（＊印）か，半正答（＋印）か，誤

答（一印）かを＊，＋，一罪を付けることによって示した。教科によってはチェック問題
　　　　ダイブ　 タイプ　　ダイブ
の解答がX型，Y型，　Z型で評価されるものもあるので，その場合にはそのまま選択肢番

号とそれぞれX，Y，　Zの文字を記した。授業で実施されなかった問題，欠席のため無解

答の問題の欄は一1とし明示した。また氏名（氏名は本稿別表では省略）の次の欄には正

答2点，半正答1点，誤答0点で評価した場合のそれまでの合計得点を記した。X，　Y，

Z評価の場合にはこの得点には換算してない。この別表1（Answer　Table）が生徒個々

人を主にした解答状況一覧表で，従って特に生徒について分析，検討する際の基礎となる

表である。

　（2）All，　A12　Table

　A（Answer）Tableの発展として，　A　ll　Tableを作成した。（図表略）縦軸に生徒

を，横軸にチェック問題をとり，各問への解答の状況で，選択肢番号をはずし，正答（＊

印），半正答（＋印），誤答（一印）およびX文字，Y文字，　Z文字のマークだけにした

表である。これによって一枚のLine　Printer用紙に50問までの印刷ができ，かなり長時

間分の結果が見やすく表示できる。A12　Tableは別表2に示すように合計得点で成績の

良かった生徒順に，また正答の多かった問題順に並べかえた，いわゆるS－P表である。

この表はゴ見しただけで種々な情報を教師の側に与え，非常に有益である。

　（3）A21，　A22　Table

　A21　Tableは別表3一（a）に示すように，縦軸に生徒を，横軸に診断区分（以下区分と

略す）をとり，各区分毎の合計得点を示した。特にA21　Tableの場合にはその区分で80

％以上できておれば＊印，50％以上できておれば＋印を付け見やすくした。A22　Table
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は更にそれを百分率（％）に換算して表わしたものである。（図表略）

　（4）A31，　A　32　Table

　A31　Tableは，別表3一（b）に示すように，　A21　Tableと同様な形式で，区分の代りに

各チェック問題を評価の観点別に集計したものである。従ってA21　Tableの区分の項に

観点の項が来て，他の形式は全く同様である。A32　TableはA31　Tableを，更に百分

率（％）に換算して表わしたものである。（図表略）

　このA21　TableおよびA31　Tableによって，各生徒がどの区分は良くでき，どの区

分ではつまずいているとか，またどういう観点の問題ができないなど一人一人の生徒の実

態がつかめるように思う。

　（5）　B　（Base）Table

　別表4に示すように，縦軸に問題を，横軸に選択肢別，正誤答別の項目をとり，それぞ

れ各問題への解答状況を学級の人数で示した。

　選択肢別の項目では，各選択肢（1，2，3，4，5），無解答（N．A），その他

（OTH），合計人数（TOT）を示し，百分率（％）に換算した表もその右に添えた。正
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ダイブ　　　　　　タイプ
誤答別の項目では，正答（＊），半正答（＋），誤答（一）と，X型（X），　Y型（Y），
　タイプ

Z型（Z）別に人数で示し，同様に百分率（％）に換算した表を右に添えた。この別表4

（Base　Table）は別表1（Answer　Tabユe）の個人別解答状況一覧表に対して，問題別解

答状況一覧表であり，特に学習プログラムの分析，検討の際の基礎となる表である。

　（6）　C1（Correlation）Table

　別表5一（a）に示すように，縦，横軸に問題番号をとり，その交点に四分相関法1ゴ）に

より算出した相関係数がくるようにした相関行列表である。この表により各チェック問題

間の関連が数量的に示され，カリキュラム等の検討に有効である。

　（7）　C2　Table

　相関行列表は詳細に検討する際にはその数値が重要な意味をもち必要であるが，おおま

かな傾向のみ把握できれば十分である。実験学校の担当教師には数値のら列は見にくいも

のである。従って，おおまかではあるが，それをマークに変え示したのが別表5一（b）に示

したC2Tableである。つまり相関係数が0．8以上の場合には＊印，0．5以上の場合には

＋印，O．0以上の場合には・印，負の場合には一階のマークで示した。またこのことによ

って50問までLine　Printer用紙一枚に印刷でき，分析，検討に有益である。

　（8）　Dl（Distribution）Table

　別表6一（a）に示すように，度数分布表で縦軸に0点から100点までを10点きざみでとっ

た階級値を，横軸に区分をとり，各区分毎の生徒の合計得点をユ00点満点に換算して人数

で示した。また各区分毎にその平均値と標準偏差値も算出した。この表により，その学級

の各区二二の状態がわかり，他の学級と比べることによって，学級の特質がさぐれる。

　（9）　D2　Table

　別表6一（b）に示すように，形式は，（a）と全く同様であるが，各区分の度数を前の

区分に累積して示した。従ってこの表では最後の区分の度数分布表が，その単元を通して

の度数分布表となる。この度数分布表は授業の進行にともなって，常に前時の影響を受け
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ながら変化し，別表6一（a）（Distribution　Table）との組み合わせによって，学級の特

質が更に明確に分析されうる。

　（1①　EI（Entolopy）Table

　各問題への生徒の解答状況は今まで挙げてきた各種のTableからも把握することがで

きる。しかし特にこのE（Entolopy）↑ableを作成した目的は選択肢数がそれぞれ異な

る問題への解答状況を一般論として，集中してある選択肢が選ばれたかどうか，逆に分散

して（平均して）選ばれたかどうかを分析してみるためである。12）別表7一（a）は縦軸に

問題を，横軸に各項目，すなわち選択肢別，選択数，エントロピー値，リダンダンシイ値

を示した。この表により正誤にかかわらずある選択肢への集中度が客観的な数値で示され

学習プログラムの検討等に役立ちうるであろう。

　（11）　E2　Table

　別表7（b）に示したように，前述のリダンダンシイ値を10階級に分けて，度数分布表

を作成した。度数は問題の数である。この分布表により，単元全体について各問題の選択

肢の選ばれ方が集中的か分散的かの傾向がうかがえる。

　（12　Fl（Factor　Analysis）Table

　別表8は直接バリマックス法を用いて算出した因子分析表である。それぞれ縦軸に問題

を，横軸に因子をとり，それぞれの交点が因子負荷量である。相関関係をより詳しく説明

し，学習フ0ログラムの検討に有効である。この：Fl　Tableの場合は問題を中心にしたが，

当然生徒を中心にしたQ技法も可能であり，今後研究したい。F2こ口bleとしてセントロ

イド法による因子分析表も作成した（図表略）

　（13》　G1（Good－Poor）Table

　先に，（5）で別表4（Base　Table）を示しながら問題別の解答状況について説明したが，

全体的集計との関連においての各問題への解答状況は不明であった。この点について更に

分析を加えたのが別表9，Gl（Good－Poor）Tableである。すなわち，全体を合計して成

績の良かった生徒〔GOOD〕を上位から25％選び，逆に成績のよくなかった生徒〔PO

OR〕を下位から25％選び，それらの生徒が個々の問題へはどのように解答をしていたか

をみた。縦軸に問題を，横軸に各項目をとり，各項目では合計人数（TOTAL），上位群

（UPPER）そして下位群（LOWER）に分け，それぞれ人数で示した。この表により，下

位群が上位群より正答者が多い問題があり，従って問題の注意係数が高くなり，学習プロ

グラム検討の有力な手がかりとなる。

　（1の　G2　Table

　Gユ　Tableを百分率（％）に換算して表わしたものである。　（図表略）
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NIGHTシステムにおけるソフトウェア開発について（八田・四辻）

別表2　Aユ2Table

　KUBUN　　　　　　1　3　3　4　1　2　1　1　2　2　3　5　5　5　3　1　3　2　2　1　1　3　1　4　2　5

　BANGO　　　　　　3　1920224　10　5　6　9　121624252617　2　151113　7　1　18　8　211423

34（2）F　（50）　＊零串＊＊＊＊＊傘＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ホ零＊＊一＊＊
57（21）　F　　（50）　　＊　　＊　　＊　　＊　　＊　　＊　　＊　　＊　　＊　　＊　　＊　　＊　　＊　　＊　　＊　　＊　　＊　　＊　　＊　　＊　　＊　　＊　　＊　一　　＊　　＊

18（8）M　（48）　＊＊＊＊＊＊ホ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊一一
28（16）M　（48）　＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊串＊一一
46（12）　F　　（48）　　＊　　準　＊　　＊　　＊　　＊　　＊　　＊　＊　　＊　＊　　＊　　＊　　＊　＊　＊　　＊　　＊　　＊　　＊　　＊　　＊　　串　一　一　　零

24（12）M　（46）　＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊串一＊＊＊＊＊
33（1）F　（46）　＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊一＊＊＊＊
42（8）　F　　（46）　　＊　　＊　　＊　　＊　　＊　　宰　　＊　　＊　　＊　　＊　　＊　　＊　　＊　　＊　　＊　　宰　一　　＊　　＊　一　　宰　　＊　　ホ

43（9）　F　　（46）　　ホ　　＊　　＊　　＊　　＊　　＊　　＊　　＊　　＊　　＊　　＊　一　　＊　　＊　　＊　　＊　　＊　　＊　　＊　　＊　　＊　　＊　　＊

47（13）F　（46）　＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊一＊＊＊＊＊＊＊＊＊一
55（19）　F　　（46）　　＊　＊　＊　＊　＊　＊　＊　　＊　壌　一　　＊　＊　＊　＊　＊　＊　＊　＊　＊　　＊　一　　＊　＊

56（20）F　（46）　＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊一＊＊＊＊＊一＊＊
27（15）M　（44）　＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊一一串＊
17（7）M　（44）　＊串＊＊＊＊＊＊＊串＊＊＊ホ＊一＊一＊＊＊＊
35（3）F　（44）　＊＊串串＊＊＊＊一＊串＊＊一＊＊零＊一＊＊＊
11（1）M　（42）　串＊串零＊＊＊＊一＊一円＊＊＊＊一＊＊＊＊
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52（16）F　（40）　＊零＊＊＊＊＊＊＊＊一＊＊＊＊＊一＊＊一
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32（18）M　（38）　＊＊＊＊＊＊＊＊＊一＊＊＊＊＊＊一＊一
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　以上口）～（1のまで延べ17枚の作成した図表について説明して来たが，これらの図表を系統

的に，その関連構造を作ると図4のようになる。表の間の矢印は発展的な分析の方向を示

し，破線で囲まれた2つの四角形で（イ）は主に生徒の診断，評価に関するもの，（ロ）は主

にカリキュラムの診断，評価に関するものとなる。実験学校へは図のA（別表1－Answer

Table）とB（別表5－Base　Table）にあたる表をフィードバックした。勿論要求に応じ

て他の表も送付している。実際のデータをこれらの表に照らし，更にまた，表の追加，組

み合わせを開発して，より適切な診断，評価を追求したいと考えている。

　　　　　　　　図4　　Tableの関連構造

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ユ
A31SPG1→唐`21　R・→％llGIQ・…→％cpP－J
　　　　　　　　　　　　　　　　　　Q一ウQ→QひJ
　　　ユ　　ゆ　

↓　N
　P，G→　

↓　N
郡（1’ω（の

一＿一一9L＿＿＿↓＿＿」I
　　　　　　　　　　D2
　　　　　　　　　Dl　　PG　C→
　　　　　　　　　　Cl　　PG→N
　　　　　　　　　　壷　N
　　　　　　　　　　MV　V
　　　　　　　　　　S　D　V

　S；Student

　P・Problem　　，

　A・Allswer　　，

　J；Judjment

P．G；Problem（Group）

　N；Number
　Q；Questionaire

ll

臼

　I

　i

　I

　l

　I
　I

PP　一一→

↓v
F2↓

　　　　　　　　　　　　　PF　一→　　　　　　　　　　Fl　　　　　　　　　　　　　　　　V
　　　　　　　　　　　　　　　　　う
　　　　　　　　　　　　↓v

　　　　L＿＿＿＿エロユ＿＿＿＿＿＿＿」

　　V；Value（Computed）
　　C1・　Class
　　　，
P．G，C；Problern　Group（Cumula七ed）

M．Vl　Mean　Value

　S．D；Standard　Deviation

　　EEntolopy
　　R；Redundancy

　　F・Factor
　　　，

　5．図表の解釈

　これまでAnswer　TableからGood－Poor　Tableまで作成した図表10種類にわたって

述べたが，これらの図表はいわゆるナマデータからの第一次変換データともいえる。従っ

て，この第一次変換データを基に，更に次への変換への足がかりとして2～3の検討を試

みたので以下述べる。

　口）学級の特性分析

　図5（1），（2），（3）は学級を単位として，各教科および区分毎にその度数分布表をグラフ化

して比較，検討しやすいように並べたものである。各グラフは縦軸に人数，横軸に評価点

数の階級をとり，学級を単位としてプロットした。それぞれのグラフは基本的には縦方向

並びに教科別，横方向並びに学校別が来るように配置している。従って表の構成として

は，図5（1）の下に（2）が，その下に（3）となるように配置すべきである。比較，検討の際にグ

ラフの並びを小範囲でみれば，それは区分別，学級別の配置となり，その比較，検討がで
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きる。グラフ上での実線は各区分のみの独立した分布で，破線は前の区分に次の区分が累

積された，いわゆる累積度数分布を示している。

　図5（1），（2），（3）を縦方向に検討してみると，1組の場合，破線のグラフで3つの単元共

に，平均点にあまり差はない。しかし分布の形は単元1が正規分布に近ずいているのに反

して，単元2，3はそれよりかなりはずれ，しかも分布に山形が2つあり，指導上の問題

点となろう。実線の方は種々な分布がみられ，これだけのグラフ数では傾向もつかめない

が，単元2では分布に山形が2つできる確率がなく，指導法，学習プログラム，学級の実

態について検討してみる必要があろう。横方向では，学級別の比較，検討ができ，例えば

2組と3組が似かよった分布を示し，1組はそれらと異なった分布のパターンである。成

績（平均点でみる限り）も2，3組が優っているようである。

　（2）　プロフィル

　図6は種々のプロフィルを作るときの基本型で，4本の軸を交叉させ，その交点をそれ

　　　　　　　　　図6　　プロフィル基本型　　　　　　　　　　　それの評価軸の0点

　　　　　　　　　　診断区分1　　　　　　　　　　　　　　　　（百分率の場合は0

　　　　　　　　　　　　！％　　　　　　　　　　　　　　　　％）とした。各項目

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　についてプロットす

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　る場合は全て百分率

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　に換算して行ない，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　軸の長さの尺度を一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　定にした。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図7（1）は学級別の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　プロフィルで，単元

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1・・3診断区分31・2について・5
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　つの学級の平均値を
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　％
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　プロットしたもので

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ある。単元1のそれ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　は，軸1が区分1，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　……軸6が区分6，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　軸7が観点A，軸8が

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　観点B……と対応，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　単元2のそれは，軸

　　　　　　　　　　　　5　　　　　　　　　　　　　　　　・1が区分1……軸5

　　　　　　　　　　　診断区分5　　　　　　　　　　　　　　　が区分5，軸6が観

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　点A，……と対応す

るようにした。この表をみると，単元1ではどの学級も区分4の成績が悪く，他は大差な

いようである。学級の差もほとんどみられず，似かよったプロフィルとなった。

　図7（2）は，S－P表と，各生徒の実態を把握するために作った個人別のプロフィルで，

1組単元1の場合についてサンプルとして示したものである。すなわち，S－P表により

学級内での成績が上位から下位まで順次配列されるので，その上位から4名（御中左側），

下位から4名（箇中右側）を選び，それぞれ区分毎の成績，観点毎の成績をプロットした

ものである。この表をみると，上位群，下位群ともに区分4の成績が悪く，前の学級別プ

ロフィルの結果と一致する。また下位群と上位群との差が大きくついたのは，区分3と観

点Cであることがうかがわれる。

100

診断区分2

8
80 2

観点C 60

40

20

20 40 60 80　10
7

観点B

6 4

観点A
診断区分4
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図5一（1） 度数分布表（第ユ単元）
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図5ヨ2） 度数分布表（第2単元）
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　以上はほんの一例であるが，当然全員のプロフィルを作って，それぞれ各個人への診

断，評価に役立てなければならない。またそれぞれの軸へ，適切な項目を対応させること

によって種々のプロフィルが可能となるが，今まで述べて来た様な各種のTable，度数分

布表等と組み合わして，生徒，学習プログラム，指導法への有効，適切な診断，評価の関

発を目ざしたい。（四辻）

　（本研究に要した研究費の一部は，文部省科学研究費によってまかなわれた。）
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NIGHTシステムにおけるソフトウェア開発について（八田・四辻）

注（1）長崎大学教育学部教育工学センター年報Nd　1974．3P．P．12～27「NIGHT　SYSTEM中間

　　　報告一NIGHT　SYSTEMによる県の離島およびへき地の教育事情の格差の解消に関する研究

　　　一」特定研究科学教育「久保班」

　（2）同上p．13．

　（3）TOSBAC　40C．　DOS－FORTRAN　MONITORで昭和49年度データ処理を作った。昭和50年

　　　度FACT／40が導入された。

　（4）TOSBAC　40C．　TSS／40というシステムである。

　（5）八田昭平，四辻征雄，及川昭文「NIGHTシステムのEDPS」文部省科学研究費特定研究，長崎

　　　大学教育学部教育工学研究業績報告，第3号，1975．

　（6）　「NIGHT　SYSTEM　HANDBOOK（皿）NIGHTシステムのEDPS」1975，8．30　長崎大学

　　　教育学部附属教育工学センター，科学教育特定研究久保班

　（7）同上，および久保為久麿，大渡敦「NIGHTシステムにおける離島教育とデータ通信について」

　　　長崎大学教育学部教育工学研究業績報告，第3号，1975．

　⑧　八田昭平「教育工学的アプローチをめぐる諸問題一　一斉授業と個人学習の組合せによる教授学

　　　習システムとその診断・評価システム」長崎大学教育学部教育工学研究業績報告，第3号，1975．

　（9）昭和50年度研究協力員，第1次委嘱98名，第2次委嘱56名，NIGHT　SYSTEM　NEWSLETTER

　　　Nαユ4，　Nα16．

　（1①　昭和50年度学習プログラム，一斉授業用小学校国語5，社会5，算数9，理科6，家庭3，中学

　　　校国語5，社会3，数学7，理科4，保健5，技術家庭（男子）3，技術家庭（女子）3，英語

　　　6単元，個入学習用小学校社会3，算数3，理科2，中学校国語1単元。NIGHT　SYSTEM

　　　NEWSLETTER　M5．
　α1）芝祐順「行動科学における相関分析法」1975．東京大学出版会

　働　藤田広一「基礎情報理論」1969．昭晃堂




